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港まつ りが 3年ぶ りに

開催されました。

コロナ禍で例年通 りのイ

ベン ト内容ではあ りませ

んでしたが、「魚がし音頭」

など3曲 を “港まつ り市民

広場"で踊 りました。コロ

ナ感染に注意 してマスク着用の踊 りとな り

ましたが、楽しく参力日できました。

連合町内会では、今後とも新型コロナウイ

ルスの感染に十分注意 して事業やイベント

を実施、又

は参カロにつ

いて企画し

ていきます

ので、ご参

加をよろし

くお願いし

ます。

村木氏の講演、感銘を受けました

=女性部幹事会 =

女性部幹事会では、「幹事研修会」「女性

の集い」を元厚生労働事務次官である村木厚

子氏の講演を聴くことに替えました。

7月 16日 (土)に行われた講演では、え
ん罪事件の容疑者 となり留置所に置かれる

という経験を通 して「～私たちが住みたい地

域で～つながることの意味を考える」を物静

かに語 られました。

特に「困つている人に寄 り添 う伴走型の支

援が生きて行こうとする力を高める」という

内容に感銘を受けました。

道町連主催「町内会活動実践者研修会」

コロナ禍以前は、札幌で行われていた「町

内会活 elJ実践者研修会」が、今年は札幌会場

出席か Zoomに よるオンライン視聴のどちら

かを選択できる方法で 8月 4日 に行われ、91

路からは Zoomに より3名 が参力日しました。

研修会のテ

ーマは「認知症

への理解～地

域で見守 り。支

え合いの仕組

みづくり」で、

札幌医科大学看護科の木島輝美氏が基調講

演で「認知症の人と家族がともに笑顔であゆ

むために～認知症の人の心の声に耳をすま

せて～」と題 し、認知症の症状と支援の柱に

ついて説明されました。
*町内会においてもオンラインによる参加が選択できるよ
うにパソコン操作をしつかり習得していきましょう。

劃1路市では、 9月 30日 (金 )か ら
スマー トフォン教室を開始します。

ご家族や町内会の仲間内でも使え

る LINE機能、市からの情報を受け取

る方法などを知る良い機会です。積

極的にご出席ください。

なお連町では市のご提案の下、事

前に取りまとめて、受付開始日に真

っ先に申請しますので、連町経由の

申込みもご利用ください。詳しくは

次頁をご覧ください。

の b

町内会での活動の一つにサロン活動があります。

大会ではコロナ禍でのサロン活動について改めて

考えます。ご出席をお願いします。

日時 :9月 13日 (火 )10:30～
場所 :交流プラザさいわい 3階大ホール
内容 :基調説明 (社会福祉協議会)、 事例発表 2件



○連町が「スマホ学習会」を 6月 に実施したところ、「スマホを持つているが、色んな機能があつても使い切

れていない」「聞きたいことがあるが、誰に聞いて良いか分からなかった」「『このスマホ古いので買い替え

ませんか』などの営業を受けるのがいやでお店にいかない」などの声がありました。

○そこで、釧路市で実施する「スマー トフォン教室」 (受講料無料)に町内会会員がスムーズに申し込めるよ
う、市の提案の下で連町において申し込みを事前集約することとしました。ご希望の方は、次の内容でお申

込みください。なお、受講の決定及びその連絡は受託事業者が行いますので、予めご了解ください。

記

1.連町受付 8月 24日 (水)～ 9月 12日 (月 ) (本来の申し込みは 9月 13日 (火)か ら始まります)
2.記載事項 ①所属町内会名、②住所、③氏名 (フ リガナ)、 ④年齢、⑤携帯番号 (又は自宅電話番号)、

⑥希望する受講会場と受講コース (下記の表から【第1希望】から【第3希望】まで選択)、

⑦特に覚えたい操作・質問したい事項

3.申 込方法 上記の内容を郵送、FAX、 メール、又は持参でお申込ください。(電話では受付けません。)
(郵送先 :085-8505釧路市黒金町 7-5、 FAX:23-2101、 メール :rQncyo946@bz03.plala.or.j2)

受講を希望する個々人でお申込みください。申し込みにあたつて記入の様式は問いません。

受講日決定の連絡は、基本郵送で行います。

教室は原則 10名 、講師・アシスタントが数名で行いますので、個人の理解度に応じて説明を受けられます。

貸出し用のスマー トフオンもありますので、スマー トフォンを持つていない方も受講できます。

【開講場所と開講日一覧】(団 :午前9時 30分～ □ :午後2時～)
A:「入門コース」→ スマー トフォンの基本的な操作方法コース (スマー トフォンを持つていない方等向け)
BoC:「初級コース → 便利なツールやアプリの操作方法コース (ス マートフォンの操作に不慣れな方等向け)

※事前申し込みに関しては連町 (23-2101)へ、教室の内容に関しては事業者 (く しろ未来共創コンソーシアム0903606-

0012)へお問い合わせください。
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Э混み状況により、希望会場がとれない

場合があります。
(申 し込み多数の場合は事業者が抽選で

受講者を決定します。)



ド
ク
タ
ー
磯
部
の処
方
箋

今
回
も
、
コ
ロ
ナ
の
話
を
少
し
。
コ
ロ
ナ

は
第
７
波
、
大
流
行
で
す
。
３
回
ワ
ク
チ
ン

し
て
る
の
に
罹
り
ま
す
。　
コ
ロ
ナ
が
変
異

し
て
い
る
か
ら
で
し
よ
う
か
。
で
も
重
症

者
は
、
し
て
い
な
い
か
２
回
以
下
と
い
う

情
報
も
あ
り
ま
す
。
私
ど
も
も
４
回
目
の

ワ
ク
チ
ン
受
け
る
予
定
で
す
。
早
く
普
通

の
風
邪
の
よ
う
に
な

っ
て
欲
し
い
で
す
。

高
齢
化
時
代

。
健
康
寿
命
を
考
え
て
い

ま
す
が
、
寿
命

・
健
康
を
損
な
う
病
気
順
位

は
、
一
位

¨
が
ん
、
一
一位

¨
脳
卒
中
、
一二
位

¨

う

つ
病
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
認
知

症
も
入
る
で
し
ょ
う
。
い
つ
も
話
し
て
い

ま
す
が
、
健
康
管
理
、
コ
ロ
ナ
は
い
や
で
す

が
釧
路
で
は
屋
外
活
動
も
行

っ
て
気
力
を

保
ち
、
さ
ら
に
必
要
時
受
診
で
、
脳
梗
塞
な

ど
の
脳
卒
中
、
認
知
症
の
予
防
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
ｃ

今
回
か
ら
は
、
病
名
で
は
ぁ
り
ま
せ
ん

が
〈症
状
〉
を
考
え
ま
す
。
順
位
は
、　
一
位

¨

腰
痛
、
二
位

二
肩
こ
り
、
三
位

¨
手
足
の
し

び
れ
痛
み
、
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

症
状
で
皆
さ
ん
も
困

っ
て
い
る
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
高
齢
化
で
増
え
る
で
し
ょ
う
。

高
齢
化
時
代
の
問
題
の
ひ
と
つ
で
す
。

腰
痛
の
原
因
と
し
て
、
ヘ
ル
ニ
ア
、
狭
窄

症
、
す
べ
り
症
、
圧
迫
骨
折
、
炎
症
な
ど
が

あ
り
病
院
で
診
断
し
治
療
で
き
ま
す
。
完

治
で
き
る
か
は
別
で
す
が
。
た
だ
何
と
こ

れ
ら
原
因
が
分
か
り
治
療
で
き
る
の
は
、

‐５
％
な
の
で
す
。
８５
％
は
原
因
不
明
で
す
。

明
確
な
診
断

・
治
療
が
で
き
な
い
腰
痛
が
多

い
の
で
す
。
末
梢
神
経
性
の
痛
み
が
、
８５
％

に
は
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
末
梢
神
経
の
診
断

治
療
と
い
う
分
野
が
あ
り
、
こ
れ
を
実
践
し

て
い
て
治
療
成
績
を
出
し
て
い
る
脳
神
経

外
科
医
が
お
り
ま
す
。
何
と
釧
路
に
。
高
齢

化
時
代
増
え
る
腰
痛
の
相
談
が
で
き
ま
す
。

症
状
第
一
一位
の
肩
こ
り
で
す
が
、
や
は
り

加
齢
で
増
加
し
ま
す
。
ひ
ど
い
も
の
で
は
頭

痛
、
め
ま
い
、
手
の
し
び
れ
も
起
き
ま
す
。

一
般
的
に
は
病
気
に
入
り
に
く
い
の
で
、
病

院
で
の
対
応
は
あ
ま
り
行
わ
れ
ま
せ
ん
。
本

当
に
病
気
で
な
い
か
検
査
で
確
認
し
、
病
気

が
隠
れ
て
い
れ
ば
対
応
し
ま
す
が
、
隠
れ
た

病
気
が
な
く
て
も
、
？
ら
い
症
状
の
緩
和
を

目
指
し
対
応
し
ま
す
。

症
状
の
上
位
に
入
る
頭
痛
も
同
様
に
、
検

査
で
病
気
の
有
無
を
確
認
、
病
気
が
な
く
て

も
症
状
緩
和
を
試
み
ま
す
。
片
頭
痛
も
そ
の

一
つ
で
、
治
療
薬
が
新
規
で
出
て
き
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
も
駆
使
し
て
対
応
で
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
繰
り
返
し
で
す
が
、
認
知
症

も
全
く
同
様
で
す
。
認
知
症
状
を
き
た
す
病

気

（脳
梗
塞
、
脳
腫
瘍
、
慢
性
硬
膜
下
血
種

以
外
に
、
軽
度
て
ん
か
ん
発
作
の
こ
と
も
あ

り
ま
す
）
の
有
無
を
確
認
、
な
け
れ
ば

（ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
な
ど
）
各
種
お
薬

で
症
状
の
緩
和
に
努
め
ま
す
。
た
だ
し
記
憶

障
害
あ

根
本
的
な
治
療
薬
は
ま
だ
出
ま
せ

ん
の
で
、
介
護
監
視
環
境
整
備
が
必
要
で

す
。
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「SOSネットワーク」をご存知ですか?
ラジオでこの言葉を聴いた方、行方不明者を

捜索する割1練に参加した方、もしかすると、ご

家族が行方不明になり実際にこのネットワーク

を利用した方もいらつしゃるかもしれませんね。

この事業は、 「認知症の人が住み慣れた地域

で安心して暮らし続けられること」を念頭に、

自宅に戻れなくなった方を速やかに発見、保護

し、自宅に送り届けることを目的とした事業で

す。本人の安全はもちろん、介護している家族

の不安も和らげることにもつながっており、釧

路市で始められた事業ですが、現在は全国各自

治体でも取り組まれるようになりました。

具体的には、行方不明の方が出た時に警察ヘ

連絡することで、地域包括支援センターや町内

会などが連携して捜索する仕組みです。また、

釧路市福祉部介護高齢課

ご家族に不安な高齢者がいる場合には、情報を

事前登録 (住所、氏名、連絡先、身長、よく行く

場所、外出時の持ち物などを写真付きで)して
いただくこともできます。

令和 3年度では市内で約 50件の捜索が行わ
れ、 9割以上が無事に帰宅できました。発見の

多くは市民による発見、または発見につながる

情報の提供があつた事によるものでした。

日頃から地域包括支援センターが中心となっ

て連携確認や模擬訓練を実施しているところで

すが、実際の捜索には多くの方の協力が重要で

す。行方不明者が出て、包括支援センターから

町内会に協力依頼がなされた場合には、町内会

の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

□ 市福祉部介護高齢課 235185

又は各地域包括支援センター
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市  1.元気で働き、明るく豊かなまちをつくりましょう。  1.人にやさしく、心ふれあう温かいまちをつくりましょう。
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う°

みんなでつくろう ゴミのないまち きれいなふるさと

町内会加入促進について

例年 10月 を「加入促進啓発推進月間」
としています。
コロナ禍で町内会活動が停滞 している

向きもありますが、町内会未加入者に町内

会活動を理解 していただきましょう。

特に理解を頂きやすい内容は、街路灯の

維持、災害対応、避難訓練、道路等の改修

要請活動、子どもの見守 り、レクリェーシ

ョン事業、清掃事業、サロン活動などでし

ょうか。

加入促進用チラシやポケットティッシュ

を用意 していますのでご活用ください。

第 4回 理事会報告
7月 の理事会は、コロナの感染状況や

議題の内容に鑑み、書面で行いました。

内容は次のとおりです。

【報告事項】①スマホ学習会、②女性部
幹事研修会 (村木氏講演)
【連絡事項】①港まつりやパークゴルフ
大会案内、②町内会活動研修大会 他

*意見募集の中で、「コロナ感染症に関する情報
提供が少ない」とありました。対応を図つてい

きます。

「秋の自主清掃」お願いします |

秋の自主清掃期間を 10月 8日 (土)～
16日 (日 )に設定しています。町内会皆
さんのご協力をお願いします。

大規模な地震。津波災害の発生を想定し

た 52の防災機関が参加する総合訓練が
実施されます。誰でも参観することができ

ますので、この機会に防災についての理解

を深めましょう。

日時 :9月 29日 (木)午 後 1時～ 4時
場所 :東港区耐震旅客船ターミナル

問合先 :市防災危機管理課 (Te131 4207)
*訓練中の騒音等についてご理解・ご協力をお

願います。 (市防災危機管理課)

品認2濡:鯰駆Ьkき/翻

■■ 主な行事予定 ■■
9月 13日 (火)町 内会活動研修大会
10月 7日 (金)三役会、12日 (水 )理事会
※次EQIlの連町通信は、 10月 24日 (月 )発行です。

連町通信 |ま、赤い羽根共同募金の
支援を受けて発行していますЭ
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